（書式Ｎｏ．５）
＊　この用紙はコピーして使用してください。＊

令和　　年（家　）第　　　　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

非開示の希望に関する申出書


１　別添の書面については、【□全て　□マーカー部分　】を非開示とすることを希望します。
※　書面の一部について非開示を希望する場合、その部分が分かるようにマーカーで色付けするなどして特定してください。
２　非開示を希望する理由は、以下のとおりです（複数選択可。カッコ内に具体的な理由を記載してください。）。

⑴　□　事件の関係人である未成年者の利益を害するおそれがある。
　　　（理由：　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　⑵　□　当事者や第三者の私生活・業務の平穏を害するおそれがある。
　　　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　⑶　□　当事者や第三者の私生活についての重大な秘密が明らかにされることにより、その者が社会生活を営むのに著しい支障を生じるおそれがある。　
　　　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　⑷　□　当事者や第三者の私生活についての重大な秘密が明らかにされることにより、その者の名誉を著しく害するおそれがある。
　　　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑸　□　その他（具体的な理由を書いてください。なお、住所、氏名やそれを推測させる情報は、⑴ないし⑷のいずれにも該当せず「その他」のみを理由に非開示を希望することはできません。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和　　年　　月　　日
氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　印
* 本書面は、非開示を希望する書面がある場合に限り提出してください。

＊裁判所にだけ伝えたい情報（非開示希望情報）が書かれた書面を提出する場合には、非開示を希望する書面ごとにこの申出書を作成し、本申出書の下に、ステープラー(ホチキスなど)で留めて一体として提出して下さい(ファクシミリ不可)。本申出書がない場合、非開示の希望があるものとは扱われません。








ステープラー（ホチキスなど）で留めて下さい。





＊非開示を希望しても、裁判官の判断により、開示されることがあります。





＊住所、氏名やそれを推測させる情報については、その記載部分を個別具体的に特定した上で、非開示希望を申し出ることができます。⑴～⑷のいずれかの理由がある場合は、他方当事者等から閲覧謄写の申請があったとしても不許可となりますが、非開示希望の申出がない場合は、閲覧謄写の申請が許可されますので、十分にご注意ください。　











（令５．３　東京家）

